
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

＜グリコピア神戸＞   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★安全に自転車に乗る方法を学んだよ！ 

たつの警察署より警察官２人に来ていただき、交通安全についてのお話をしていただきました。３年生になる

と、行動範囲が広がり、自転車での移動も多くなります。交通ルールを正しく知り、 安全に自転車に乗れるよう

に、体育館で、実物の自転車やシュミレーションの機械を使って学びました。具体的な学びの内容は、大きく以

下の５点でした。 

①「ぶたはしゃべる」を合言葉に、自転車に乗る前に、不備がないか点検をする。 

「ぶ」・・・ブレーキ 「た」・・・タイヤ 「は」・・・ハンドル 「しゃ」・・・車体 「べる」・・・ベル 

②出発時、交差点進入時、車線変更時等、必ず左右と後方の確認をする。 

③左側通行（歩道がある場合は、12歳までは歩道を通行してもよい。しかし、歩行者がいたら、押して歩く。）  

④横断歩道や踏切では、基本自転車を降りて押して歩く。  

また、自分の命を守るだけでなく、自分が誰かを傷つけないように交通ルールを守り、いつも、細心の注意を

はらって自転車に乗ることの重要性についても教えていただきました。 

   
 

＜児童の感想＞ 

・自転車に乗るときには、ぜったいにヘルメットをかぶろうと思いました。命は１つ。絶対に守りたいです。 

・知らなかったルールもありました。大切ないのちをまもるために、交通ルールを守ります。 

・自転車は車と同じ。注意して乗らないと、誰かを傷つけてしまうかもしれないということを知りました。 

・「ぶたはしゃべる」を覚えました。自転車を乗る前には、ちゃんと点けんをしたいです。 

・けいさつかんは、みんなの安全のことを考えてお仕事をしてくれています。今日、教えてもらったことをしっか 

り覚えて、安全に自転車にのります。家の人や近所の子にも教えてあげたいです。 

 


